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学位論文要旨
本研究は，北方ツングース系諸族のシャマニズム，中国の巫教及び孔子儒教の特質を分析，考察す
ることによって，それぞれの宗教上における共通点を見出し，三者のあいだに共有している伝承関係
を明らかにすることを目的としている。
シャマニズムについての研究は，おおよそ十七世紀の後半頃からすでに始まった。今日まで，シロ
コゴロフやエリアーデなどをはじめとして，多くの学者が輩出し，優れた研究が世に出されているに
もかかわらず，尚不明なところが多い。シャマニズムの本質や全体像については，いまだ十分に解明
されたとはいえず，それらを明確に把握することができないというのが現状である。
近年以来，中国においては，シャマニズムに関する研究が盛んになり，数多くの研究成果が挙げら
れる。しかし，その研究の流れは，依然としてシャマニズムを北方ツングース系の遊牧民のあいだに
行なわれてきた「原始民族宗教」に限定され，「北方起源説」に終始している。
本研究では，第一にこの「北方起源説」を再検討-する。次にシャマンの特質に関しての「脱魂説」
と「艤依説」などの学説について，考察を加えた。そしてさらに，シヤマニズムの特質を論じ，その
普遍的な宗教形態としての性格及び古代宗教における位置を明確にした。
中国には，古くから，独特な性格を有し，土着的宗教とされる巫教というものが存在した。その原
始形態を検討してみると，その早期的形態はシャマニズムのそれと同一的な↓性質を有していることが
明らかにされる。両者の歴史的変容と展開を検討してみると，今日でいう巫教とシャマニズムの違い
は，後世になって，歴史的。文化的。民族的。地域的差異によって，引き起こされた派生的な変化に
過ぎないと考えられる。
具体的にいうと，原始的巫教も，シャマニズムと同じように，アニミズム的な精霊信仰を土台とし
て展開した宗教といえる。それが時代の下るにつれて，巫教は神々の信仰へと変容し，そして国家形
成期という転換期において，また神々の信仰から，至高神としての上帝，「天」のそれへと展開をみ
せはじめた。
この転換期において，従来の原始的巫教は維持，分化，変革，没落と様々な様態を示した。今日に
おいても，宗教上だけではなく，社会，歴史，人文，医薬，さらに科学において，従来のシャマニズ
ム的な痕跡と影響を見出すことができる。本研究では，シャマニズムと巫教の特質を論じることによっ
て，両者の異同を明らかにした。
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2000余年にわたって，中国の中心的な哲学体系を構成し，中国文化。文明の多くの面で支配的な要
素となり，中国の伝統的な思想と文化にその主導的役割を維持してきたのが，いうまでもなく儒教で
ある。その深層を検討した結果，その道徳による自己修養及び徳化による社会的，政治的秩序の確立
の根本をなすのは，道.徳。礼。仁などの道徳概念である。そこには，宗教性が存在していたことは
明らかにされる。
すなわち，儒者たちが力説している道徳的修養及び徳化が，それらを支える基盤に宗教性の存在を
否定することができないということである。儒教においても，他の宗教と同様に，宗教性を基盤にし
て，その上に独自の文化や道徳を形成したといえる。
儒教のこの宗教性を検討していくと，巫教に由来したものであることが判明する。巫教のそれもシャ
マニズムに由来したのであるから，儒教の宗教的伝承あるいは深層にある宗教性は，シャマニズム的
な性格を有し，シヤマニズムによって説明することができるといえる。
儒教においての宗教的表現方法は，他の宗教のそれと異なっている。しかし，超自然界や超自然的
存在と関わる点からみれば，他の宗教と同質性を有していると考えられるが，この点については十分
に論究することができなかった。
本研究では，シャマニズムにおける宗教的展開に注目し，アニミズム的な精霊観念から，シャマニ
ズム的な神々信仰，国家形成期における巫教の変容，及びその分化，変革，さらに巫文化の継承者と
もいうべき孔子儒教の宗教性までを追求することによって，中国における宗教展開史上主流的な様態
を明確にすることができたと考える。
本論文は，四章から構成されている。その内容は次の通りである。
第一章古代宗教におけるシャマニズム
シャマニズムの歴史をたどりながら，その宗教的特質，定義，特徴である脱魂と葱依，成巫過程な
どについて論じた。そして，アニミズム的精霊観念を土台にした，シャマニズムの普遍的宗教として
の特質を考察した。
そして，シャマニズムの特質とされている脱魂と懸依の相関関係について，その歴史的変遷に注目
し，時代的変容，展開について論究した。
第二章中国の巫教とシャマニズムの異同
巫の歴史，巫の特質である巫術，神との交通，脱魂と懸依，成巫過程などを論じて，巫教とシャマ
ニズム，それに巫とシャマンの異同について考察した。
第三章中国古代社会における巫
考古学的研究を援用して，北方遊牧文化と農耕:文化の対立によって，形成された段。周王朝の「北
方出自」について検討した。そして，股と周の国家形成期における巫の実態とその展開について考察
し，段の上帝から，周の天，さらに儒教時代にいたる天の観念の展開についても論究した。
第四章孔子儒教の宗教'性
殿。周時代の宗教的観念である「礼」と「徳」の変貌と，孔子儒教がそれを継承し，展開させた経
緯について考察し，儒教の「儒」という宗教的出自などを究明し，その祖先祭祀及び道徳観の基本と
される道。徳。礼。仁などの観念に内在する宗教性を明らかにすることを目指した。
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Abstract
ThemamobjectiveoflhissmdyistosearchfbrthecommongroundsamongShamamsm,Wureligion
andConfUcianismanddefinetheirinherentrelationshipsthroughanalysesandexaminationofthecharac‐
teristicsoftheabove
ThissmdyaddｒｅｓｓｅｓｔｈｅｉｓｓｕｅｏｆＳｈａｍａｍｓｍａｓａｃｏｍmonreligionbasedontheresearchofthechar-
acteristicsofI1EcstasyandPossession11ofＳｈａｍａｎｉｓｍａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅｔｈｅｏｒｙｏｆｔｈe11NorthemOriginii・
ThisstudydefInesthedifferencesbetweenWureligionandShamanismbasedontheirprimitivefbrma‐
tion，characteristics，andevolvementhistory・TheirmaindifferencesresulthDmlhederivationofthefbr-
merintothelatter，innuencedbytheirdifferencesmhistory，culture，nationalityandgeography、
ThisstudyalsodefinestheinherentreligiousandculturalrelationshipsbetweenWureligion，
ConfUcianismandShamanismthroughthecharacteristicsoftheirhistoryandreligion，andfUrtherexam-
mesthedevelopmentoftheChinesereligioushistory．■
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学位論文審査結果の要旨
本論は，シヤマニズム，古代中国における巫教，儒教の三者に関して従来個別的に論究されてきた
ものを，歴史的にその連関を跡づけ，包括的かつ体系的に考察し検討を加えたものである。また，単
に宗教学的な観点からのみならず，社会人類学，比較文化論，考古学等の研究成果をも参酌。援用し，
学際的研究の試みがなされている。
第１章においては，シャマン及びシャマニズムの起源。意義。歴史。特質等について論究される。
諸先学の研究成果を丹念に紹介。分析し，シャマニズムはアニミズムを土台として発展したものとい
う筆者独自の見解を提唱する。また，シャマニズムを地域的に限定されたものではなく，普遍的宗教
形態であるという立場に立って論を進める。
作業仮説として，中国においてはシャマニズムが，時代的に瀝依より脱魂の優勢，脱魂と憲依の併
用，脱魂より瀝依の優勢という３行程で移行したこと，第１期のアニミズムに基づく諸の精霊及び霊
魂観念の形成，第２期の精霊から神々への変容と統合，第３期の上帝。天の出現という３期にわたる
歴史的展開を設定する。そして，第１～２期にかけてシャマンが出現し，第２期においてシャマンの
隆盛，第２～３期に入ってシャマンの衰退があるとする。さらに，地域的相違はあるものの，この３
期が先氏族社会，氏族社会，国家形成期という社会の変遷にも対応するという図式を立てて論究する。
第２章及び第３章では，巫及び巫教の検討がなされる。巫教は従来研究対象外に置かれていたのを
批判し，それを正面から取り上げその意義を強調する。中国古代の伝説や神話の精査によって原始巫
教から儒教にいたる歴史的変容と展開を３期に分けて跡づける。第１期の先氏族社会における原始シャ
マニズム（原始巫教)，第２期の氏族社会におけるシャマニズム（巫教)，第３期の国家形成期におけ
る二分化，すなわち－つは史官（官巫)，儒から儒教へ，他は巫蜆（民巫）への移行である。さらに
巫術的施行，神との交流について考察し，脱魂と礒依の併用型から，懸依型の優勢へと移行すること
を解明する。これらは従来の学説に対する反論のかたちをとっている。
次いで夏。段。周の出自を考古学的知見及び古典の記載の両面から考察し，その出自は北方にあり，
シャマニズムと密接な関係を有することを明らかにする。そして股。周時代の巫の二分化，股におけ
る上帝，周における天の観念の誕生，儒教時代の順天応人の思想と，天の観念が大きく変容すること
を指摘し，先の作業仮説の実証がはかられる。
第４章では儒の意味，孔子儒教の宗教性が論究される。まず儒とは専門的知識を持つ一般学者，そ
の集団を意味し，孔子もその－人に過ぎなかった。そして股。周時代の巫・祝。宗。卜・史の継承者
であり，占いや祭祀，葬送儀礼と関係した人たちであった。
儒および孔子儒教は，股の徳と礼，周の徳治と礼治を継承し，段。周時代の神崇拝。祖先崇拝の延
長線上にあり，その埋葬儀礼や祖先祭祀における位牌にはシャマニズム的特性を見ることができると
する。ついで儒教における宇宙観，倫理的徳目，天命観，鬼神観等の検討によって，孔子儒教が決し
て無神論ではなかったこと，その倫理道徳，政治思想の根底には天命というきわめて宗教的な動力が
作用していたことを解明する。そして，それらは古来の巫教の変容及び展開であり，淵源は天（神）
との交流を特'性とするシャマニズムにあった，と結論づける。
以上のごとく，本論は研究目的及び方法に新たな試みが認められ，内容にも作業仮説を設定して論
究するなど，オリジナリティーに富む論考であることが指摘される。ただそうした新たな見解の提唱
や仮説の論証においてやや図式的。類型的過ぎる面が認められる。今後さらに検討を加え，修正が要
求されよう。また，諸の原典に対する考証や批判，諸学者の解釈上の相違等に関する検討･なども十分
になされたとは言い難い。さらに，道教などにもシャマニズム的特性は多く求められ，その比較研究
も今後の課題として残されよう。
このようにいくつかの齪嬬が認められるものの，本論の暇瑳となるものではない。本論はきわめて
意欲的な作品であり，見るべき研究成果を挙げており，中国における古代宗教研究に新たな視点を提
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示し，学界に対していくつかの課題を提供するであろうことは疑いない。
よって，本論文の提出者は，博士（文学）の学位を授与するのに十分資格を有する者と認められる。
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